
（１）いきいき交流センター

1

入浴施設の老朽化が進み，修繕や更新に多額の費用が見込まれる一方で，利用者が減少しており，施設

運営に対する「費用対効果」が低下している。限られた市の財政資源を，より多くの高齢者福祉施策

（介護予防，健康づくり，移動支援など）に振り向けることは，全体の福祉水準を高める合理的判断と

いえる。「公共の福祉」の立場からは，資源の公平かつ効率的な活用を優先する判断は妥当。財政の硬

直化が進行しないようにする選別は不可避と考える。廃止の際には，近隣の公衆浴場や温浴施設との連

携（利用割引・送迎支援）などで施設廃止による影響の緩和を検討することは必要。

2

いきいき交流センター内の入浴施設は，高齢者の生きがい活力の拠点施設であり高齢者の最低限の健康

福祉を増進するため必要。笠岡市一円から当センターを高齢者の方々が徒歩，自転車，バイク，車等を

駆使され，日々の生き甲斐とし利用されている。当該入浴施設が廃止されれば笠岡市に公立の入浴施設

が無くなり，福祉施設の切り捨て以外に他ならない。

利用者の減少については，令和7年は前年同月と比較すると減少していると思われるが，令和7年の1月

は機器の不具合でほぼ1ヶ月利用不可，2月は基準水質を満たしておらず衛生管理や設備点検を徹底す

るため1ヶ月利用不可，3月からは1日の利用回数が6回（男3，女３）から4回（男２，女２）に減少変

更されている。以上の要因で，数字上利用者が減少しているかの様に思われる。

利用者は高齢者（無料）のため費用の回収は望めないが，健康福祉の増進に貢献していると思う。施設

機器の老朽化等は歪めないが，各種給付金，ふるさと納税等を利用し行政努力をお願いし，存続継続を

切にお願い致したい。

3

財政健全化プランにおいて，協力せざるを得ない状況は強く理解しているが，現場のことを理解されず

機械的に削減や停止をしているだけだ，と捉える市民の声も多くある。いきいき交流センターの入浴施

設の廃止については，他とは性質が異なり，生活や生存に関わることだと感じている。他に入浴施設が

あれば理解は進むかもしれないが，何らかの代替案を提案しながらでないと理解は得にくいと感じてい

る。行政は市民生活を守る最後の砦となる必要がある。もし，入浴施設を残すことができるなら，最低

限の生活の保障をするという市の姿勢を見せることになり，他のところは協力をお願いするが，本当に

必要なものはお金がかかってもサポートするというメッセージを届けることができる。入浴施設がなく

なると本当に困る方達がいるため，維持を前提とした前向きな動きとなることを願う。

4 風呂はやめないでください。

5 風呂はやめないでください。

6 入浴施設廃止は絶対にしないでください。

7 風呂がなくなると困る。絶対に廃止しないでください。

8 家に風呂がないので，風呂がなくなると困る。

9 入浴施設をなくさないでください。

10 風呂をなくすな？

11 入浴施設は年配者のささやかな楽しみ。楽しみを奪わないでください。廃止しないでください。

12 自宅に風呂なし。絶対に廃止しないでください。

13 風呂がなくなると困る。絶対に廃止しないでください。

№ 対象ページ 対象施設 ご意見 市の考え方

3 いきいき交流センター

いきいき交流センターの入浴施設は，ご自宅にお風呂がない方にとっては大切な施設になっていると

思います。しかしながら，老朽化が進み，維持管理及び修繕に多額の費用負担を必要としている現状

がございます。例えば，有料ですが総合体育館や体育センターのシャワーのご利用を周知するなど，

利用者への影響緩和についての検討は必要であると考えていますが，令和８年度を利用者等への周知

期間とし，令和９年度以降は入浴施設を廃止したいと考えます。いきいき交流センターとしては，今

後も，高齢者や障がい者などの各種相談に応じ，レクリエーション活動や，講座受講などで気軽に利

用でき，生きがい活力の拠点となるよう努めてまいります。



（２）金浦老人憩いの家（竜宮荘）

14

竜宮荘は消防機庫が隣接し，スピーカーが設置されていることから，地域の防災アナウンスの役割も

担っている。「ひったか・おしぐらんご」の拠点でもあり，老人憩いの家の機能に留まらない活用がな

されてきた。今後も地域の活動拠点として，今までと同様に使わせていただけることを心から望んでい

る。

　昨年度にお風呂の利用がなかった点は，地域の担当者の事情により，一昨年の利用者にいきいき交流

センターのお風呂へ行くように伝えたことが原因である。急な補助金の全額停止ではなく，段階的な減

額対応はできないか。いきいき交流センターの入浴施設が使えなくなるのであれば，竜宮荘の入浴施設

の利用増も考えられるし，地元での入浴施設の有効活用についても実際に企画していた段階だった。

　譲渡については，前向きに考えている人もいるが，経済的な問題もあり今すぐにはまとまらない現状

がある。今後数年以内には，ひったか・おしぐらんご保存会を中心に，地域で運営し自走できる仕組み

を作ろうとアイデアを出し合っている。市としてもこの動きに協力いただきながら譲渡を見据えた動き

ができないか。

15

地域住民による様々な協議の場としても活用している。「ひったか・おしぐらんご」の開催の際はなく

てはならない施設となっており，本施設を見直し対象とする市の考え方は良識を疑う。今後とも，市と

して，しっかりと運営してもらいたい。

16

市が財政健全化の名の下に行うさまざまなイベント中止や補助金カット等は，市民の思いを無視・蔑ろ

にした行いで，理解しがたく悲しい。今回の施設のあり方見直しについても，老朽化により費用等の面

で管理できないので地元に譲渡する，または譲渡を拒否した際には不要なものと判断して解体・処分す

るとのことだが，それは行政としての責任放棄ではないか。市の人口減少や高齢化については理解して

いるが，地域コミュニティが形成されているという現実についてはほとんど変わりはない。竜宮荘につ

いても，老朽化しているとはいえまだ十分に利用でき，ひったか・おしぐらんごのイベント本部等とし

て，今現在でも地域で利用している。災害時にも避難場所や情報交換の場として，地域住民にとって大

変重要な施設である。現実問題として，維持管理していく力のない地元に，負担と責任を負わせること

は本来の正しい行政のやり方ではないのでは。もっと良い知恵を出し合いながら進めてほしいと願う。

17

竜宮荘は消防機庫と併設されており，消防機庫の裏には警鐘台がありスピーカーが設置されているが，

アンプは竜宮荘に設置されている。ようすな会館にもスピーカーは設置されているが，有事の際に聞き

取れない可能性がある。住民の命を守るために設備を残してほしい。地元として引き受けるには「平成

8年4月1日に笠岡市長渡辺嘉久と金浦コミュニティ推進協議会会長平石雅志とで交わした委託契約書，

（委託料）第7条を遵守していただかないと維持管理は困難。

18

地区コミュニティ推進等のための放送設備の活用を含め，複数の体操教室他，老人会活動に役立ってい

る。また，施設管理委託費は浴場の管理費なのでR8年度から支給をカットしたいと市から説明を受け

たが，既契約書の内容及び過去の使用実態から判断しても理解できない。

譲渡要望がなければ段階的に廃止し売却を検討するとあるが，市指定重要無形文化財である「ひった

か・おしぐらんご」を継続していくためにも，保存会事務所として継続活用できないか検討したい。

金浦老人憩いの家（竜宮荘）は，高齢者が地域住民と地域ぐるみで活動する役割をもって設置されて

おり，他のふれあいハウスと異なり，入浴施設も備えた施設です。当該施設は，公衆浴場の維持管理

として，地域に指定管理をお願いしてきた経緯がありますが，公衆浴場としての利用がないこと，ま

た，市として維持管理することが困難であることから，令和８年度から指定管理を廃止する考えで

す。現在は，地域ニーズを反映した新たな役割を担って利用されている状況にありますので，今後の

利用については，関係部署とともに地域と協議していきたいと考えています。

3 金浦老人憩いの家（竜宮荘）



19

①建物・土地の法的な所有権・名義はどうなるのか。

②法的に所有権・名義が地元のものとなったとき，３年以上過ぎれば地元でそれを売却できるか

③譲渡は現状有姿で，譲渡を拒否した場合は解体するようだが，解体費用だけでも最低2～3百万円か

かると思う。まだ利用できる建物を壊すためだけに税金を使うことは無駄であり，財政健全化に反する

ことではないのか。竜宮荘にはエアコンもないため，壊すためだけに税金を3百万円出すより，譲渡を

受ける段階でエアコン等設置のために費用を出してもらいたい。地域の人達に喜んで利用してもらうた

めに税金を使った方が，建設的かつ出費も1/10ほどで済むのではと思う。

①譲渡にあたり，法的な所有権・名義は市から地元へ変更することになります。そのため，所有権移

転登記を行う必要がありますので，地元自治会等には認可地縁団体として法人格を取得していただく

必要があります。

②譲渡から３年経過後は，自由に売却等が可能です。

③本施設は築後31年が経過しており，今後の維持管理や修繕には多額の費用を要することが見込まれ

ています。市では，限られた財源の中で公共施設全体の更新・維持を計画的に進めていく必要がある

ことから，今後，市が直接維持管理を継続することは困難と判断し，地域での活用を希望される場合

には，現状有姿での無償譲渡を行う方針としています。エアコン設置等の改修については，ご提案の

趣旨は理解しますが，譲渡にあたり市で新たな設備投資を行うことは，当初の目的である財政負担縮

減の趣旨に反するため実施できかねます。なお，譲渡後は地域団体の創意工夫により，地域の実情に

応じた管理や改修等を進めていただくことで，施設を有効に活用いただけるものと考えております。

20
R8年度より29万円の助成金中止となった主な理由として，設置している浴場が最近一年使用されてい

ない事が理由のようだが，助成金を中止するのであれば段階的に減額する方法であれば納得できる。

当該施設は，公衆浴場の維持管理として指定管理をお願いしてきた経緯がありますが，公衆浴場とし

ての利用がないことから，令和8年度からの指定管理を廃止する考えです。

21

地元で竜宮荘を引き継ぐときの条件として，

①所有権はどうなるのか。名義はどうなるのか。

②土地・建物の固定資産税はどうなるのか。

③管理できなくなったときは市に返還可能か。

①譲渡にあたり，所有権・名義は市から地元へ変更することになります。そのため，所有権移転登記

を行う必要がありますので，地元自治会等には認可地縁団体として法人格を取得していただく必要が

あります。

②地元で公共的な目的での使用がされる限りは，固定資産税はかかりません。

③市から地元へ所有権を移転するため返還はできません。

22
地元が譲渡を受けないときは即取り壊すのか。

即取り壊さない場合，地元の要望に応じて有料で借用可能か。

譲渡要望がない場合は，段階的な廃止を視野に入れて土地および建物の売却を検討しますが，時期に

ついては地元と協議の上で判断していきます。賃貸借については，市での修繕・維持管理等の負担が

ないことや，賃貸借期間を設けることを前提とした検討を行うことになります。

23
日頃の地元への連絡伝達や災害時の連絡手段として，ようすな会館および竜宮荘のスピーカーは重要か

つ必要な設備。これら器具等のメンテナンスに対して一定の補助金を要望する。

笠岡市地区有線・無線放送施設整備費補助金については，近年インターネットをはじめとする多様な

情報伝達手段が普及し，地域住民が必要とする情報へのアクセス手段が大きく変化しているほか，国

も防災・災害対策のためデジタル技術の活用を推奨しています。こうした状況を踏まえ，放送施設補

助金の制度目的が一定程度達成できたものとし，令和７年度をもって廃止といたしました。

（３）炉端の家，認知症介護研修センター

24 3
炉端の家，認知症介護研修センター

これらの施設は，市が地域に先駆けて先進的取組みとして，国から特段の支援を受けて整備したものと

理解している。これらの施設を中心として「認知症介護については笠岡市」という特長のもと，高齢者

福祉を進めてきたのではないか。今後とも，市としてこれらの施設を運営し，適切に活用することで，

笠岡市としての矜持を示してもらいたい。

炉端の家，認知症介護研修センターの両施設は，認知症への取組として全国に先駆けて先進的な取組

として進めてきた経緯があり，その取組はこの両施設を中心に全国に広がったものと考えています。

現在は，認知症という疾病としての認知，介護保険制度でのグループホームの設置など，多くの方が

認識できるまでになっています。これも，現指定管理者のご貢献があってのことであり，利用者や地

域への影響を最小限にしたいと考えています。



（４）北木島高齢者共同生活住居

25

費用対効果が低いとあるが，過去に半数は利用者がいた経緯もある。今後，一人暮らし高齢者世帯の需

要も増えていくのではないか。災害時の短期入居施設として活用や欠航時の職員等の宿泊，入居費用等

工夫して利用促進すべき。

26

現在２名（実際には自宅がある）の入居者のうち１名はNPO法人かさおか島づくり海社の利用者。地

域の人が気軽に使用できないと伺っている。誰もが気軽に利用できるような仕組みに変更する必要があ

るのでは。

（５）大浦ふれあいハウス

27 4 大浦ふれあいハウス 災害用備蓄品倉庫として利用。現在の倉庫は満杯。

当該施設は設置当時の役割を終え，地域のニーズを反映した新たな目的で利用されている状況である

こと，そして今後，市が修繕及び維持管理することが困難であることから，地域に譲渡することを考

えています。地域から譲渡の希望があれば，今後地域と協議しながら進めていきたいと考えていま

す。

（６）豊浦ふれあいハウス

28 4 豊浦ふれあいハウス

以前は高齢者で使用していたが，現在は何年も使用されていない。今後も使用予定はないと思われる。

ふれあいハウスとふれあい会館を高齢者が勘違いして混乱することがあるので注意が必要。

豊浦ふれあいハウスの設置当時の役割は終えており，市での修繕・維持管理等が困難であるため，譲

渡の希望があれば地域に譲渡していきたいと考えています。また，譲渡の希望がないようであれば，

当該施設を廃止の方向で公共施設の見直しを進めていきたいと考えています。今後，地域の意向確認

しながら協議を進めていきたいと考えています。

（７）追分ふれあいハウス

29 4 追分ふれあいハウス
以前から利用者がなくしばらくは空き家状態だったが，現在は応神太鼓の保管場所として活用してい

る。なお，追分自治会，老人会，下追分団地自治会，老人会ともに今後も使用しません。

追分ふれあいハウスは設置当時の役割を終え，地域のニーズを反映した新たな目的で利用されている

状況であること，そして今後，市が修繕及び維持管理することが困難であることから，地域に譲渡す

ることを考えています。地域から譲渡の希望がないようですので，現在の利用者に状況を確認し，今

後施設の判断を進めていきたいと考えています。

（８）恵風荘

30

恵風荘は，生活保護法第38条に規定された保護施設で，社会福祉法第2条に定められた第一種社会福祉

事業として行われており，金銭的支援だけでは日常生活を営むことができない人のための施設。救護施

設は民間でも運営されているが，恵風荘は民間では受入れ困難な方を受入れてきた実績があり，セーフ

ティネットでも救い難い方にも対応してきた。数年前に，市は老朽化を理由に養護老人ホーム敬愛園を

廃園とし，福祉の切り捨てを行っている。当時，敬愛園に入所していた数十人の方は，他市町の養護老

人ホームに分散して受け入れてもらっており，施設間で相互に受け入れを行うことは制度上可能かつ頻

繁に行われており，恵風荘だけが他市町からの受け入れを行っているわけではない。恵風荘が最後の

セーフティネットであることを理解いただき，これ以上の弱者切り捨て，福祉の後退をさせないよう，

現状での市有施設恵風荘としての存続を望む。

31 ふれあいハウス等をあけ渡すのは仕方ないが，恵風荘を手放すことはもう少し検討してほしい。

3 北木島高齢者共同生活住居

過去には一定の利用者がいたものの，最近では利用者が少ないため，高齢者共同生活住居としては廃

止したいと考えています。いただいたご意見を参考にし，島しょ部という地域性も考慮しながら有効

に活用できるよう検討し，特に現入居者については丁寧に対応していきたいと考えています。

4 恵風荘

　近年の福祉行政の進展や様々な制度の充実などにより，救護施設は社会福祉法人等による運営が大

半となり，また施設等の充実も図られている現状があります。本市としましても，単市の公営施設と

して運営する必要性も少なくなってきていると考えており，まずは経営に優れた民間に譲渡すること

で，施設の機能を維持・継続させていきたいと考えています。

　民間譲渡が困難であってもすぐに施設廃止を考えるのではなく，入所者の状況や特殊事情を考慮

し，この施設を必要とする方々に引き続き寄り添いながら，しっかりと支援を行ってまいります。



（９）その他

32
財政調整基金の保有目標金額はいくらか。

10年を目標において達成したときには，助成金は復活するのか。

財政調整基金の保有目標金額は20億円としています。

また，財政状況や必要性を鑑みて，事業の実施については検討いたします。

33

そもそも，市は笠岡市をどのような市にしていこうとしているのか。市として，「このような笠岡市に

したい」というビジョンを明確にし，市民の理解と協力を得て，戦略的に市行政に取り組んでほしい。

市行政をどうするか，事業に取り組むかどうかの尺度がカネだけになっているのは悲しすぎる。経費節

減だけを考えるのではなく，魅力ある笠岡市づくりに前向きに取り組んでいただき，他市との地域間競

争に打ち勝ち，市民や企業等に選んでいただけるような笠岡市にしていくことが，今まさに市に求めら

れているのではないかと思いますがいかがでしょうか。

笠岡市では，少子高齢化，人口減少，公共施設の老朽化，財政負担の増大など，将来のまちづくりに

大きく影響する課題を抱えています。こうした中でも，市民の皆さまが安心して暮らし続けられる

「持続可能な笠岡市」を実現するためには，今後の限られた財源や人員を，将来世代にわたって有効

に活用していくことが不可欠だと考えております。公共施設のあり方見直しは，単に経費節減を目的

とするものではなく，「必要な施設を，必要な規模で，将来にわたって安全に維持できる体制を整え

る」ための取り組みです。引き続き，財政健全化と地域の魅力づくりを両立させながら，将来を見据

えたまちづくりを進めてまいります。

－ その他


